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28年間に及ぶ臨床看護経験から，臨床にはもっと
心のケアが必要だと感じていたとき，2004年，宮城
大学看護学部の佐治順子先生の音楽療法を体験しそ
の効果を実感しました。そして，統合医療の評価法
を研究されていた仁田新一先生（東北大学）が主宰
する「心の宇宙儀研究会」に出会い，私の統合医療
の普及・研究ライフが始まりました。
「パーキンソン病患者に対する音楽療法の効果－
ケアリングの視点からの心の健康の定性的評価」研
究によって，疾患を抱える人間であっても，音楽療
法によって人間の基本的欲求充足は，高次のレベル
のものまでも獲得されていることが確認されました。
2008年から北海道難病連の方々と保健医療福祉職

の協力のもとに，音楽，アロマ，ヨーガを，ケアリ
ングの視点で練り直した「統合医療ケア」を受けて
いただく統合医療研究のフィールドが得られ（札
幌），その効果を検証する活動を展開しております。
診療の補助に傾きがちな看護から，心に寄り添っ

た看護を取り戻し『看護の再生・復興』を図るため
に，統合医療看護は大きな役割を発揮できます。

「生活習慣や，認知・否定的な感情につながる思考
習慣に対するアプローチ」「審美的・意図的看護ケア
の提供，異分野との融合による多元的ケアの創造」
「人間の健康の奥深さと拡がりを探求することを支
援するスピリチュアルケア」などです。2017年IMJ
学会誌に，「統合医療の理念は現代西洋医学を超え
ることが可能か否か－こころ・体・霊性を調え癒す
ケアの実践・教育・研究を通して」（猪股）を掲載
し，統合医療のパワーは「現代西洋医学では健康の
幅を広げられない疾患・対象者に有効」「情緒的・
社会的健康が高まる」「コミュニティの健康を高め

られる」「ケアを与える者と受ける者が一緒になっ
て１つの事象を創り上げることで，患者の自己治癒
が進むばかりでなく，看護師も自身の人間性を深め
ていく（ジーン・ワトソン〔米国の看護理論家〕）」
ため，現代西洋医学を超克すると論述しました。
昨今，看護界では「ダイバーシティ」の価値に光

が当てられてきました。追い風を感じます。統合医
療の理念と看護の理念が一致していることからも，
看護が統合医療普及に携わることで，看護思想の活
用による統合医療理論の基盤構築に貢献可能であ
り，恩恵も多大であると確信しております。
マーガレット・ニューマン（米国の看護理論家）

の言葉の「看護」を「統合医療と看護」に置き変え
ると，「統合医療と看護は，ヘルスケアが継続して
発展していくための重要な資源であり，ヘルスケア
産業の焦点が交わるところに位置しており，だから
こそ統合医療と看護はシステムのなかにあって，そ
のシステムを新しくより高い機能の秩序へと押し上
げるうねりを引きこす立場にある」のです。
統合医療と看護のベクトルを合わせることで，ヘ

ルスケアにイノベーションをもたらすことができま
す。ダイバーシティ・ヘルスケアシステムを共に切
り拓いていくために，全国150万人の看護職，かつ
すべての保健医療福祉職の皆様からの統合医療への
厚いご支援とご指導を心からお願い申し上げます。
第22回IMJ学術大会を，2018年10月７日（日）８日

（月・祝）に，札幌市立大学桑園キャンパスにおいて開
催致します。北海道での開催は14年ぶりになります。
メインテーマは，「大自然と響き合うインテグラ

ティブ・ヘルス－慈しみと現代・伝統・自然医療の
シナジー」です。「大自然の統合医療への活用」「全

│猪股 千代子│第22回日本統合医療学会学術大会会長
札幌市立大学看護学部教授

第22回日本統合医療学会（IMJ）
学術大会のお知らせとご案内
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現在，「統合医療」の概念が注目され，統合医療の具体
的な実践を広める段階に入りつつあります。日本統合医
療学会では，現時点では科学的根拠は不十分でも，伝統医
学や相補・代替医療も学術対象としていますが，統合医
療の学術活動を促進するために，評価法など，学術的にも
解決すべき多くの課題を抱えています。そこで，日本統
合医療学会の理念を共有し，日本の統合医療の現状と課
題，今後の展望について，日本統合医療学会の会員相互に
よる忌憚のない意見を交わす場が必要とされています。
今年も7月14日（土）・15日（日）の2日間，福島県

郡山市の磐梯熱海温泉で，第6回日本統合医療学会サマ
ーセミナーを開催します。
人の「生・老・病・死」（すべての人はこの世に生ま

れ，老い，病み，死んでいく）は自然の摂理であり，全
ての人は生活者であり，患者でもあります。それは，人
である統合医療関係者も同じです。今年のサマーセミナ
ーでは「統合医療を受ける当事者としての私－患者であ
る私，生活者である私，人間である私」をテーマに開催
します。日本統合医療学会の会員である日本の統合医療
を担う方々が，日本の統合医療とは何か，共通認識を得
ると同時に，日本統合医療学会の在り方や現状，課題と
して「統合医療関係者自身はすべて，『生・老・病・死』
を前提とした『人間』であり，地域住民として生きる『生
活者』であり，病院や診療所を受診する『患者』であ
り，『統合医療（医療モデルと社会モデル）を受ける当
事者（統合医療を受けるのは自分自身）』です。決して，
統合医療を提供するだけの者ではありません。では，当
事者（統合医療を受けるのは自分自身）として，どのよ
うな統合医療（医療モデルと社会モデル）を統合医療関
係者自身は受けたいのか？」を，初日の話題提供やワー
ルド・カフェ，討論会，二日目のセッションや総括討論
を通じて，参加者全員で忌憚なく議論し，考える，数少
ない全員参加型の企画が今年のサマーセミナーです。
テーマ 統合医療を受ける当事者としての私－患者であ

る私，生活者である私，人間である私

日　時 2018年7月14日（土）・15日（日）
場　所 ホテル華の湯（福島県郡山市磐梯熱海温泉）
対　象 定員100名（原則として，日本統合医療学会

の会員，賛助会員，支部会員限定）
セミナー形式 話題提供のための各種講演，ワールド・

カフェ，討論会
参加費 2万円
参加申し込み締め切り日 2018年6月14日（木）
申し込み・問い合わせ先
〒981-0932�宮城県仙台市青葉区木町5-29
菅原ビル2-A 一般社団法人 日本統合医療学会事務局
受付時間 平日10:00～17:00
☎022-341-2410　Fax.022-341-2078
E-mail：imj@imj.or.jp（事務局），a-kouno@imj.or.jp（河野）

タイムテーブル　2018年7月14日（土）
12：30～　受付
13：00～13：15　開会挨拶

仁田新一（日本統合医療学会理事長）と来賓
13：15～13：25　本セミナーの主旨説明
IMJサマーセミナー2018　第1部
13：25～14：25　話題提供①
司会：鈴木洋通（武蔵野徳洲会病院院長）（仮）

木村慧心（日本ヨーガ療法学会理事長）
演題：「医療モデルとしての統合医療」（仮）30分

伊藤壽記（大阪大学大学院薬学系研究科特任教授）
演題：「患者としての統合医療関係者１」（仮）15分

板村論子（アール統合医療研究所所長）
演題：「患者としての統合医療関係者２」（仮）15分

松本清香（全日本カイロプラクティック学会理事）
14：25～14：35　休憩
IMJサマーセミナー2018　第2部
14：35～15：35：話題提供②
司会：小野直哉（未来工学研究所主任研究員）

猪股千代子（札幌市立大学看護学部看護管理学領域教授）
演題：「社会モデルとしての統合医療」（仮）30分

鈴木清志（東京療院院長）
演題：「生活者としての統合医療関係者１―那須町におけ

る試み」（仮）15分
鏑木孝昭（コミュニティネットワーク協会理事・研究室長）
演題：「生活者としての統合医療関係者２―八ヶ岳におけ

る試み」（仮）15分
藤井美由紀（株式会社統合の杜研究所代表取締役）

15：35～15：45　休憩

人医療の協同的創造」「食：生命の刷新・健康の増
幅」「癒える力を高める療養環境のアートとデザイ
ン」「死生観と良質な最期のときを迎えるための医
療」「看護の心をコミュニティの心に」という内容
で，講演，シンポジウム，特別企画，指定交流集
会，公開臨床カンファレンス，支部活動情報交換
会，ポスターシンポジウム，体験型ワークショッ
プ，市民公開講座，一般口演/ポスター掲示など多

様なプログラムを準備しております。
雄大な北海道は，自然や生命に対する畏敬の念を

抱くとともに，人間の健康を高める偉大な力を有し
ております。また，北海道の豊かな食は，病気の予
防や健康増進・ウェルネスに大きな力を発揮すると
確信しております。
たくさんの皆様のご参加をお待ちいたしておりま

す。

Topicsトピックス
「第６回日本統合医療学会サマーセミナー
2018 in郡山」へのお誘い

│小野 直哉│
第6回サマーセミナー実行委員
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IMJサマーセミナー2018　第3部
ワールド・カフェ：「どの様な統合医療を受けたいのか？」（仮）
15：45～16：00　ワールド・カフェの説明

（担当：ファシリテーター）
16：00～16：30　ワールド・カフェ「第1ラウンド：

患者である私」
16：30～17：00　ワールド・カフェ「第2ラウンド：

生活者である私」
17：00～17：10　休憩
17：10～17：40　ワールド・カフェ「第3ラウンド：

統合医療を受ける当事者である私」
17：40～18：00　ワールド・カフェ「振り返りと共有」
18：00～19：00　休憩
IMJサマーセミナー2018　第4部
19：00～21：00　夕食を兼ねた討論会
2018年7月15日（日）
7：00～9：00　朝食
9：00～9：30　ヨーガ体験
IMJサマーセミナー2018　第5部 IMJ100人委員会
9：30～10：30　IMJ100人委員会
10：30～10：40　休憩
IMJサマーセミナー2018　第6部
10：40～11：40　IMJサマーセミナー2018総括討論
司会：仁田新一（日本統合医療学会理事長）

伊藤壽記（大阪大学大学院薬学系研究科特任教授）
11：40～11：50　特別発言
11：50～11：55　閉会の挨拶

伊藤壽記（大阪大学大学院薬学系研究科特任教授）

去る2017年12月16日，17日に仙台で開催された
第37回日本看護科学学会学術集会は，全国から約
4,000名の参加者で盛り上がりました。そのなかで，
日本統合医療学会の看護部会員の有志らによる「統合医
療における看護を考える研究会」（メンバー写真）は，

「自然の回復過程を調える看護の探究－統合医療におけ
る看護の位置づけを求めて」をテーマに交流集会をもち
ました。統合医療そのものの普及と，そこにおける看護
の立ち位置を明らかにするためです。
小山敦代の司会のもと，最初に川嶋みどりから統合医

療における看護の位置づけについて問題提起がなされま
した。川嶋は，統合医療の根底にある哲学は，「自然治
癒力」「患者中心」「全人的医療」「予防」であり，まさ
に古くから掲げてきた看護のコンセプト，すなわち人間
を全人的な存在としてとらえ，Art�and�Scienceと位
置づけてきたことと共通していること。しかし，統合医

統合医療における看護を考える研究会メンバー（左から岡田
朱民・小山敦代・西山ゆかり・川嶋みどり・猪股千代子・
緒方昭子・尾�フサ子・有馬佐和子。この他，小板橋喜久
代・相原由花）

療における看護の位置づけに関しては，未だ看護界で共
有できる問題意識になっていない。それどころか日常の
看護業務は，医療技術の高度化や入院日数の短縮化に伴
い，否応なしに診療面に比重をおいた業務に偏り，看護
独自の働きに関する実践量も少なくなっている。この現
状をふまえて，統合医療において看護が果たすべき中心
課題である「自然の回復過程」を調える視点が欠かせな
いことを述べました。そして，今こそ統合医療における
看護学のダイバーシティを活かし，看護師の身体ツール
と全人格的なアプローチの可能性について交流する重要
性を力強く提起しました。
次に西山ゆかりが，2014年に実施された看護におけ

る補完代替医療/療法に関する認識度と実践状況の全国
調査の結果について報告しました。この調査結果から目
の前で苦しむ対象者の痛みを緩和し，癒し，心とからだ
の安らぎを生み出し，その人らしさを維持し，人生を豊
かなものにするために，対象自らが意思決定し，自らの
力でよりよく生きることを支えることが補完代替医療/
療法の機能であることが示唆されたと述べました。
続いて岡田朱民が全人的アプローチとしてのリラクセ

ーション法というテーマで，ストレス社会におけるリラ
クセーション法の意義と方法，これまでの研究結果，さ
らにリラクセーション看護講座の実践について報告し，
リラクセーション法が身体ツールを使った全人的なアプ
ローチ法であり，セルフケアに役立てることができるこ
とを述べました。
最後に，尾�フサ子がMargaret�Meadの理論や

Mariah�Snyderの論文，また翻訳書『ケアのなかの癒
し』で報告されている看護における手の力について述
べ，未だキュア中心の医療スタイルに傾倒する看護のあ
り方に警鐘を鳴らし，今まさに看護師の主体性・専門性
を発揮する時期であることを強調しました。
数多くのセッションが企画されているなか，早朝にも

かかわらず会場には100名近くが参加し，企画者らの

寄
稿

│岡田 朱民│
統合医療における看護を考える研究会

第37回
日本看護科学学会
学術集会交流集会の
報告



●新緑が映える季節，ニューフェイスが持ち込んだ空気でキャンパスや職場も活気づいていることでしょう。本学会もまた，
初心を大切にしながら新しい活動のスタートです。多彩な専門領域が集まる組織としての課題の１つが会員相互の理解と交流

です。各種イベントにはどうぞ積極的にご参集下さいますように。数か月後に迫った北海道大会の準備も着々と進み一般演題の募集も始まりました。
多領域のなかでの独自の専門性をよりいっそう深めるこの機会をお見逃しなく。（川嶋みどり）

【学会事業報告】
■2018年2月2日　IMJ理事役員，賛助会員交流会（ホテルアルカディ
ア市ヶ谷）

【今後の学会事業予定】
■2018年7月8日　認定資格セミナー（東京駅八重洲ダイビル第2会議
室）

■2018年7月14，15日　第６回日本統合医療学会サマーセミナー�in
郡山（郡山市，磐梯熱海華の湯）

■2018年10月7，8日　日本統合医療学会第22回大会，会員総会（北
海道札幌市） （文責：事務局長　河野　明正）

発表後，参加者それぞれペアになって１分間お互いの話
しを聴いて文字通り交流することで，いっそう盛り上が
った雰囲気となりました。短い時間ではありましたが，

「看護教育のなかに統合医療のカリキュラムを入れてい
くことが必要ではないか」「看護の手の力を強く実感し
ている。誰もが実践できる癒しのケア（触れる・なでる
など）を伝えていくことも重要」「あらためて看護独自
のアプローチを見直す機会となった」などの意見が出さ
れ，企画・運営の信念と情熱を，しっかりと参加者に受
け止めていただいたのではないかと感じる交流集会とな
りました。
まとめとして最後に，次年度日本統合医療学会の大会

長の猪股千代子が，統合医療の現状と学会活動，さらに
統合医療における看護の位置づけと発展について締めく
くり，来年の統合医療学会が看護におけるイノベーショ
ンの機会となる期待を胸に，企画者一同の士気も一層高
まりました。
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支部だより支部だより

支部だより支部だより

│赤木 純児│
熊本県支部支部長／代表発起人

免疫部会
「第１回免疫部会設立記念
学術講演会」開催のお知らせ

主催 日本統合医療学会免疫部会
日時 2018年5月12日（土）14：00～18：10

（開場13：20）
会場 くまもと県民交流館パレア9階会議室1

（熊本市中央区手取本町8-9）
内容
基調講演「日本型医療としての統合医療」仁田新一（日
本統合医療学会理事長），座長・赤木純児（玉名地域保
健医療センター院長，熊本県支部支部長，代表発起人）
特別講演Ⅰ「統合医療における免疫モニタリングについ
て」岡本正人（大阪大学大学院薬学研究科先端免疫治療
学講座教授），座長・伊藤壽記（大阪がん循環器病予防
センター所長）
特別講演Ⅱ「免疫細胞療法・ハイパーサーミア・低用量

主催 日本統合医療学会新潟県支部
日時 2018年9月2日（日）10：00～13：30

（開場9：00）
会場 NSG学生総合プラザSTEP大研修室

（新潟県新潟市中央区紫竹山6-3-5，JR新潟駅南
口より，新潟・南部営業所行バス「弁天橋」下車
徒１分。タクシー7分）

内容
講演「生老病死の臨床と哲学」大井玄（東京大学名誉教
授），「生まれる前の命から，遺された命を支え続けて」
堂園晴彦（堂園メディカルハウス院長），総合司会：今
村達弥（ささえ愛よろずクリニック院長）
対象 一般市民・医療関係者，「豊かないのち」を考え

るシニア・介護職の方々
定員 250名
参加費 会員2,000円（非会員3,000円）
申し込み方法 日本統合医療学会ホームページをご覧く

ださい。http://imj.or.jp/
問い合わせ先 日本統合医療学会新潟県支部事務局

Eメール　togo.niigata@gmail.com
Fax.0250-47-7286

│今村 達弥│
新潟県支部支部長

新潟県支部第１回講演会
ひとをつなげる医療を求めて

化学療法によるがんの統合医療」照沼裕（東京クリニッ
ク副院長），座長・仁田新一
特別講演Ⅲ「統合医療における免疫療法の役割」吉野茂
文（山口大学医学部附属病院腫瘍センター准教授），座
長・小川健治（白山通りクリニック院長）
参加費 500円（研修医・医学部学生は無料）
申し込み方法 日本統合医療学会ホームページをご覧く

ださい。http://imj.or.jp/
問い合わせ先 玉名地域保健医療センター　日車（担当）

☎0968-72-5111


